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２０２６年、令和８年がスタートしました。今年もよろしくお願いいたします。 

１月８日（木）は、３学期始業式の日。朝の登校から子どもたちの元気な笑顔を見ることができ、大

変嬉しかったです。みんなの「やる気」が感じられました。 

子どもたちに、「年末年始・お正月はどのように過ごしたのか？」を尋ねてみると、「受験勉強を頑張

った」「年越しそばを食べた」「紅白歌合戦を観た」「家族とおせち料理を食べて、楽しく過ごした」「初

詣に行った」など、いろいろ楽しいことや充実したことがあったようです。 

３学期も学校教育目標の実現、個人の目標の実現に向けて頑張ってほしいと思います。 

始業式はリモートで行いました。校長の話の概要は下記のとおりです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

最後は、全校で、鍋島コールを行い、「新たな希望！」を持って、「さあやるぞ！」という気合いを入

れました。 

「GO 鍋島 GO！ 鍋島中 ONE TEAM！」 

『 夢と感動にあふれ 豊かな心で 主体的に学ぶ生徒の育成 

～ enjoy challenge teamwork ～       』 

 

 

メジャーリーガーのロサンゼルス・ドジャース大谷翔平選手は、昨年、バッターとしてホームラ

ンを５５本打ち、ピッチャーとしても後半から活躍し、二刀流として大活躍しました。 

その活躍もあって２年連続世界一、３年連続４回目のＭＶＰ（最優秀選手）に輝きました。 

大谷選手がメジャーリーグのナ・リーグ優勝決定シリーズで獲得した「ＭＶＰトロフィー」には、

「ＴＥＡＭ ＥＦＦＯＲＴ」というプレートが置かれ、これが話題となりました。 

これは、「チーム エフォート」と読み、意味は、「チーム全員の努力」です。 

「大谷選手一人の活躍・功績だけでなく、チーム全員で勝ち取ったものだ」というメッセージだそ

うです。 

「ＴＥＡＭ ＥＦＦＯＲＴ」を高めるためには、次の４点が重要だと言われています。 

１．明確な目標設定 

２．役割の明確化 

３．活発なコミュニケーション 

４．お互いを尊重する 

これを鍋島中にあてはめると、学級・学年・生徒会・鍋中学び合い・部活動等の中で生かせると思

います。 

そこで、３学期は、この「ＴＥＡＭ ＥＦＦＯＲＴ」を鍋島中バージョンに進化させて、 

「ＮＡＢＥＳＨＩＭＡ ＥＦＦＯＲＴ」を合言葉に頑張ってほしいと思います。 

意味は、「鍋島中全員の努力」「鍋島中全員の努力の成果・努力の賜物」です。 

２０２６年の抱負・目標、３学期の目標、どんな自分・どんな学級・どんな学年・どんな鍋島中に

成長したいのか？ 

この３学期、自分たちの成長の軌跡、成長の爪痕を「見える形」で残してほしいです。 

例えば、「３年１組の成長の軌跡はこれだ！」と自信をもって言えるように、 

「ＮＡＢＥＳＨＩＭＡ ＥＦＦＯＲＴ」（鍋島中全員の努力）を行ってほしい。そして何かしらの

成果を出してほしい。 

最後は、３月６日（金）に「 笑顔あり、涙あり 感動の卒業式 」を創り上げましょう。 

そのためには、「ＮＡＢＥＳＨＩＭＡ ＥＦＦＯＲＴ！」です。 

そして「卒業式 で エッ・チャッ・チー！」ができたら最高ですね！ 

３年生・２年生・１年生は卒業式。そして、２年生、１年生は３月２４日の修了式に向けても 

「ＮＡＢＥＳＨＩＭＡ ＥＦＦＯＲＴ！」で頑張りましょう！ 



 

 

 

現在、３年生は、それぞれの進路実現に向けて、毎日努力を積み重ねています。 

１月、２月、３月それぞれ、高校入試が実施されます。 

３年生と話をすると、「毎日受験勉強をものすごく頑張っています」「面接練習、緊張しました」「面

接練習で褒められました。良かったあ」等、受験モードになっています。 

面接については、まず面接の心構え・受け方を学び、練習します。 

具体的には、「身だしなみ（鍋中フォーマルどおり）」「待ち時間の過ごし方」「面接室の入室」「面接

中の態度・話し方・言葉遣い」「面接終了から退室まで」等です。 

次に、面接の想定問答を考えて作文します。 

「志望の動機」「中学３年間の思い出、印象に残っていること、頑張ったこと」「高校で頑張りたいこ

と」「将来の夢、就きたい職業」「自己ＰＲ」等を事前に考えて、繰り返し練習を積み重ねていきます。 

個人で練習し、学級で練習し、学年で練習し、管理職を含めた校内で練習して、本番に臨みます。 

授業中も真剣な眼差しで集中して学習に励んでいます。各教科の問題集に積極的にチャレンジして

いる子もいます。「鍋中学び合い」でわからないところを積極的に聞いて理解を深めたり、丁寧に教え

たりする姿が多く見られます。 

昼休みには、個別の学習指導が行われている様子も見られます。授業や宿題でわからなかったところ 

を、先生が解き方のヒントをきめ細かに教えています。子どもたちは「わかった」「なるほど」と問題

を解決した時の達成感・充実感があるようです。 

受験生は、さまざまな不安や悩み等があると思います。 

そういう時は、一人で悩まず、遠慮なく家族や友達、先生等に相談しながら乗り越えてほしいと思い 

ます。 

受験は個人戦であり、団体戦でもあります。家族・友達・先生・学校全体で、支え合い、助け合って、

「最後は自分が頑張る！」という強い気持ちで頑張ってほしいものです。 

目標に向かって１日１日を大切にし、睡眠と栄養をしっかり取って、体調管理にも努めて、ぜひ最大 

限の力を発揮してください。 

みんなが温かく応援しています。健闘を祈ります！ 

 

 

 

             （敬称略、個人名は姓のみ掲載） 
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みんなの表彰 

 

【団体】 

○男子バスケットボール部：9th COACH THE ROCK U15 BASKETBALL TOURNAMENT 優勝 

○吹奏楽部：第５１回佐賀県吹奏楽アンサンブルコンテスト 管打八重奏   銀賞 

 

【個人】 

○増田 ：9th COACH THE ROCK U15 BASKETBALL TOURNAMENT         男子 MVP 

○髙塚 ：9th COACH THE ROCK U15 BASKETBALL TOURNAMENT         男子優秀選手賞 

○吉田 ：第 20回佐賀県冬季水泳競技大会 男子 100m背泳ぎ         第２位 

○吉田 ：第 20回佐賀県冬季水泳競技大会 男子  50m背泳ぎ         第２位 

○古川、加茂、井口 

 瀬戸口、牛島  ：第 25 回佐賀市中学生創造ものづくり教育フェア Ⅰ部門  特選 

○山田、江口、松尾：第 25 回佐賀市中学生創造ものづくり教育フェア Ⅲ部門  特選 

○中島：第３９回佐賀市少年の主張大会 「障害のある人へのいじめの理由」   優良賞 

○森 ：第４回 令和７年度「昭和 28 年鍋島水害写真集」読書感想文コンクール  

「昭和２８年鍋島水害」       最優秀賞 


